
2024年度数理学習センタープロジェクト発表会を開催 
 

7月 26日（月）に学生会館 SAKURAUM６階スカイホール Aにて、２０２４年度（前期）名桜大学数理学習

センタープロジェクト発表会を開催しました。 

数理学習センター（Mathematical Science Learning Center：通称 MSLC）は、授業と連携した学習支援を

計画的・継続的に行っています。MSLC の活動は、学生チューターが主体となって活動の計画(Ｐｌａｎ)・実

践(Ｄｏ)・評価(Check)・改善(Action)を行い、学期末には発表会を開催し、参加者に評価をしてもらいます。

それぞれの担当業務の報告書を作成・提出し学期の活動は終了となります。それが「MSLC プロジェクト」

です。それは、本学のリベラルアーツ機構の「特色ある教育の推進」の一貫であり、問題発見・問題解決能力

を鍛えて国際社会で活躍できる人材となるよう、チューターの社会人基礎力の向上にも繋がる活動となってい

ます。また、リベラルアーツ機構の年度計画には、「学生ピアによる学生支援・学修支援を推進しつつ、セ

ンター利用者を対象とした支援効果を検証する。」ことが求められています。MSLC プロジェクト発表会は、

学習支援の成果報告会としての取組でもあります。 

今回の発表は、①MSLC 活動報告、②MSLC の利用状況、③チュータリングに特化したチュータートレ

ーニング（プレゼンテーションと TR ロールプレイ）、④連携授業の実践と成果及び課題、⑤新規チューター

育成の報告、⑥四期間を終えての所感を述べるという内容でした。 

教職員 8名、学生 2名計 10名の参加がありました。 

ご多忙の中、発表会にご参加いただきました皆様に心より感謝申し上げます。今後とも、チューターへ

の激励や指導助言を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

次に発表の概要を紹介します。（チューターの発表のスライドより一部抜粋） 

 

①MSLC活動報告 

 
 ○3 月の事前研修会と勉強会を終えて、新学期スタート！ 最初の 1 週目からチュータリングが始まり、定例

の木曜日６限目のトレーニングを開始しました。 



 

②MSLC利用者状況 

 

○過去３年間のＭＳＬＣ利用状況は、実人数・延べ人数ともに今期が最も多かった。 

 

○先輩チューターによる新規チューター育成は、チューターの成長が感じられ頼もしかったです。 

  これが、学生が学生へ継承・発展させていく学びのコミュニティーづくりの成果の一つです。 



④ 四期間を終えての所感 

 

  

［所感］ 毎学期プレゼンテーションを行うことで、スライド作成や発表の仕方が向上し、MSLC に入る前よりも自

信をつけることができました。プレゼンテーションの準備中は自分が伝えたいことを言葉や形にして伝えること

の難しさを感じて悩むこともありましたが、その分、思考力や判断力を高めたり、やり抜く力がつきました。 

他のチューターのプレゼンテーションを通しても多くのことを学びました。例えば、プレゼンテーションで意識

するべきこと、リーダーとして余裕を持って他者と接すること、時間管理術など、大学生、さらには社会人になっ

ても必要となるスキルを知ることができました。特にタイムマネジメントに関しては、私が MSLC に入って身につ

けられたスキルの一つです。MSLC では、時間内にチュータリングをするスキルや、先生や他の業務に影響が

出ないように期限内に終わらせる必要性があったり、シフトの時間に限りがある、ということもあり、タイムマネ

ジメントスキルが必要になってきます。タイムマネジメントスキルを身につけることで、自己管理ができたという

達成感を得ることができました。また、チューター以外の活動や勉学にも良い影響を与えてくれました。 

○今期でチューターを終了する赤嶺さんの四期を終えての感想は、みんなに大きな感動を与えました。特に、

後輩チューターにとってのロールモデルとなり、これからもみんなの励みになることでしょう。お疲れ様でした。 

 ありがとうございました。 
文責 数理学習センター長 高安美智子 

 


